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この稿 は,ヴェ・エ フ・サローキン(B。 Φ.CopomaH)の,《 魯迅 の リア リ
ズ ム》(OpeaJIH3MeJlyCHH幻の全訳で あ る。 サ ローキ ンに は,こ の ほ
か,《 魯迅 世界観の形 成》(モ ス クワ,196頁)ΦopMHpoBaHHeMIIpoBo33-
peHuaJIyCHHflとい う著書が あ る。《魯 迅の リア リズ ム》は1958年の アジ
ヤ ・アフ リカ作 家会議 に よせた もので,1958年7月 号 の 《 文 学 の 諸 問 題》
(BofipocblJIHTepaTyp61)にのつ てい る。サ ロ 一ーキ ン氏 の 経歴 に つ い て は,
ま つ た くわか らない,こ の点,はなはだ準備不足で,恐縮 のいた りで あ る 。 フェ
ドレン コ博士におたずねすれば,き つ とわか るで あろ う。《 ソ連入 の魯迅論》 ・
は,ま だ つ 団く予定で あ るか ら,後 日責 をはた したい。なお,《 魯迅の リア リ
ズ ム》 は,申 国の雑誌《文学 研究》(げ ん ぎいの《丈学評論》)に,簡 単 な紹
介がの った ことが あ る。バズ ネーエ ワ女史 とフェ ドレン コ氏の魯迅論 に,ほ ぼ
ソ連の魯迅研究 の二 つの流れ が あ るとすれば,サ ローキ ン氏 には,バ ズ ネーエ
ワ女史の傾 向があ る。それ は,《 美術意見書》 と《懐旧》にたいす る見方 な ど'
に も,あ らわれ てい る。サ ローキ ン氏 の魯迅論で,と くに興味 あ るの は,形 象 ・
をつ くるあた らしい方法 を,分 析 した個所 であ る。ふ 為い申国文学 の形 象創造
上の類 型化 を否定 した,魯 迅の あた らしい方 法を,の べ た と ころ は,お もしろ
い・まえが きに もあ るよ うに,み じかい論文 に,魯 迅の活動の一方面で さえ,
述べつ ぐす ことはで きない。 これ を,多 少 な りとお ぎな ってい るのが,ま えに 　
あげた《魯迅 世界観の形 成》で あ り,魯 迅の幼 年時代の生 活か らと きお こし,
文学活動 にはいつてか ら,《 阿Q正 伝》 までの魯運の リア リズ ムの発展が,く
わし く述べ てあ る。《魯迅の リア リズ ム》 は,い わば,そ のダ イヂ ェスとい っ
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て い い 。
藩**
魯迅の作品 は,現 代中国文学史上,た かい地位 をしめてお り,申 国の最 も
重 要な,時 代 をふ くんでい る。
魯迅の作品 が,は じめて あ らわ れ た の は,申 国 を事実 上 半 殖 民 地 に し
た,《 最終議定書》の圧迫 によってお こった,1900年の義和団事変のの ちで あ
る。 そして,蒋 介石 グープの権力か ら,全 国が解放 され る前提 条件 となった,
共産党指導の もとの抗 日戦 争の前夜,つま り,1936年に彼 の活動 は とだ えt。 こ
の35年の あいだに,申 国は複雑 な歴史的 発展の道 をあゆんだ。封建的 君主政体
か ら,ひろい解放区の建 設へ,無 自覚 な人民の蜂起 と武 装集 団か ら,プロレタ リ
アー トとその党の指導 す る新民主主義革命へ一 一 これ がそρ道 し るべで ある。
この時期 には,中 国の精神生活の面 で,驚 くよ うな変化が,'たくさんお こ
った。 じじつ,世 界文 化にお ＼くの偉大 な貢献 をし,幾 世紀 にわた って独 自な
もので あっt申 国交化が,近 世紀 にな って危機 におちい り,19世紀のおわ りに
!㍉ 西欧の科学,哲 学,文 学 と,は か らず も,で あ うことにな った。西欧文化
か らか りた思想が封建 イデオ ロギ ーの カセを と きはなっのに役 だった 。力つよ
い反帝反封建 の《5.・4運動》(1919年)とともにお こなわれた文化革命 は,申
国文学史上 エポ ゥクメイキングな もので あった。祖 国の運命 を憂 えてい る,あ
らゆ る誠実 な作家た ちの心 を と らえた もの は,人 民につかえ る思想,社 会的お
よび政治的進歩のために,fsか うことで あつた。《5・4》のの ちに,先 進的
申国文学は,社 会主義 リア リズ ムへ と発展 し,こ の方法 によって,み の りゆた
かな成果 をお さめてい る。 これ は,イ デオ ロギー,文 学,芸 術,科 学 の 分 野
で,魯 迅がな し とげた,ほ ん とに革命 化 され た,お ㌧きな仕 事 の お か げ で あ
る。
毛沢東は,魯 迅の 多方面 にわた る活動 を強調 して,い ってい る。魯迅 は《
偉大な作家で あったばか りでな く,偉 大 な思想家で あ り,偉 大 な革命 家で あっ
ズハ
た 》,雑 誌 の 論 交 とい う,か ぎ られ た 範 囲 で は,魯 迅 の 多 面 な 活 動 の うち の,
(1)毛 沢東選集,第3巻,外 文 出版所,モ ス ク ワ,1953年,256頁。
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一 つで さえ,く わ し くのべ る ことがで きない 。本 論の 目的 は,魯 迅の創作方法
の形 式 と基本的特徴 を,い くつか あ きらかにす る こと,か れがその主 な文学作
晶一 《ロ内城》(1923年)と《彷復》(1926年)の小説 集一一 に,ど の よ うに
あ らわれ てい るか を,あ きらかにサ る ことで あ る。
*
魯 迅の,さ い しよのす ぐれ79短篇一一 《狂人 日記 》一 一は,作 者 が37歳 の,
1918年にかいた もので あ る。 思想的探求の時期が,な がか っ た の で,政 治 生
活,文 学 ・評論お よび翻訳の仕事 はそれだ けす くなか っ た。1898年に 周 樹 人
(これが将来の作家の本名で ある)は 故郷 を去 り,申 国で はじめ ての 学校の一
っ,西 洋式 の技 術学校 にはいつた。それ まで に,か れ は地主の子 供 として,ふ
つ うの形式的 な教育 を うけていた。 もし家庭 をお ちぶれ させ た,不 幸 なで きご
と(お 祖父 さんの逮捕入獄 と父の死)が,お きなけれ ば,役 人への道が,ま っ
ていたか もしれない。 しか し,魯 迅 は十 七八歳 の ころ,正 しい科学の基礎 をし
り,の ちには,こ れ までの中国にない,あ た らしい政治や社会の理論 を,し る
よ うになった。進 化論の思想が,当 時の彼 に,お ㌧きな影響 を,し か もな が
く,あ たえていた よ うで ある。魯迅の理解す るところでは,進 化論 は社 会の革
命的改革 の可能な ことや,さ らには,そ の不可避性 と,か ㌧わ りない もので は
な く,か えって,革 命的改革の原動 力で あった。 かれは階級斗争 をみ とめず,
むか しか らあ る,.ふるい世代 とわかい世代 とのかつ とう,生 存 す るものが,す
べ て,完 全 さを もとめてい る もの とした。 この誤った観点 は一 これ につい て
かれの意 見や作品 が証 明してい るよ うに一 わかい時代 にその考 え をし らべ,
なおそ うとし た,し るしがあ りはしたが,,完 全 に うち勝 てたの は,か れが マ
ル クス主 義の立場 にた った20年代 の おわ りで あ る。
祖国の 人民の解放事業 に,い くらかで も,や くだつよ うに と,1920年日本
へ留 学 した と き,医 学の勉強 をは じめたが,の ちには,文 学に身 を さ ＼げ るこ
とに した。愛 国主義の傾 向を もつ,在 日申 国人学生 た ちの雑誌に,哲 学 と交学
や 自然科学に関す る,魯 迅 の論文 が,1907年か ら1908年にか けて,つ ぎつぎ と
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あ らやれた・わかひ作 家は・封建 的君主政体 と清朝の敵 とな り・科学的業績 を
熱心 に宣伝 し;祖 国の人民 大衆が,う るわ しい将来 をか ちと るため,た ＼かい
た,た ちあが るこ とをねが った。 さい しよの翻訳の うちの一 っ(ジ ュール ・ベ
ル ンの《月界旅行》,`1904年)の序 で,魯 迅 は《伝統的迷信 を うちくだ き,よ
い理想 をひ・うめ,… …中国人民 の進歩 を うながす》 とい うかんがえを,め ざめ
させ るた めに,科 学空想小説 を翻訳 した,と い ってい る。科学知識 とお もしろ
い筋 と,む すびついた小説 を,一 般の青年にひろめ ることによって,じ ぶんの
ねがい は,実 現 されやすい,と かんが えたわ けであ る。 こめ考 えが,あ ま りに
も,幼 稚 であったに して も,作 者 が文学の社会的役割 に,お お きな関心 をむ け
ていた ことに,注 意 しない わけにはゆ くまい。
さらに発展 した魯迅 の文学観 と,そ の社 会生活 じよ うの地位 は《摩 羅詩力
説 》(1908年発表)と い う,力 作 に,み ることがで きる。 《申国で精神領域 で
の戦士 をみつ けだそ うとしてみ るがい ㌧!… …つめたい荒 はてた場所 か ら誰 が
われわれ をつれ 出す ことがで きるのか?国 は荒廃 してい る,し か し,わ が国
には最後 の聖歌 をつ く り,わ れわれについ て,の ちの 世の人 に語 るエ レ ミヤは
いない。 この よ うな戦士 はまだ生れ ていないのか もしれない,あ るいは生れ る
とす ぐ,ほ ろぼ されて,し まったのか もしれない。》 た とえば《精神領域の戦
士」 を,魯 迅 は世紀 は じめの偉大 な詩人一 一バ イ ロ ン,シ 。リー,プ ーシキ
ン,レ ール モ ン トフ,ミ ツケヴ ィチ,ペ テ フィーにみ てい る。 《 サタ ン》 を論
争 に うま くもちこみ}バ イロンをか しらとす る,イギ リスの革命的 ロマンチス ト
リ リ む
をあげて,魯 迅は こ うい ってい るヵ〉の よ うだ,た しか に,こ れ らの詩人 は,社
会 に反抗 した,サ タンが神がみに反抗 したよ うに。 しか し,か れ らの生 涯,か
れ らの天才 は,人 民 の解放 事業 に もちい られたか ら こそ貴 い,と 。
これまでの申 国文学にたいす る,魯 迅の評価 は,ひ どく否定 的で ある。詩
人た ちは,《 す ば らしい感情 とたかめ られた思想 》を,読 む もの ㌧心 には ぐく
む ことをしないで,《 支配者 をほめた ㌧え,権 力 あ る もの にお もねった》,と
かれはいつてい る。文学 は《人間ののぞみ をあ らわ さないで,く ざ りとむ ちの
の ● 》 ● ⑦
権力のもとで自由をゆるした》・魯迅は,古 代の偉大な詩人屈原 を,例 外 とし
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てい る。 とい うのは,屈 原が,《 禁制 を もの ともせず,大 胆 に,不 完全 な世界
をば くろ した》か らで ある。魯迅は支配階級に こびてい る生命 のない文学 をに
くん だが,そ れ とは友対 の屈原の作品の よ うな ものを書 いた,ほ かの文学者 も
例外で あ る ことはい うまで もない 。 しかし,魯 迅が現 代中国作 家の作品 に もと
めた,鮮 明で新 しい特徴 をつ くりあげ るために,か れが こ㌧で,過 去 の文学の
わ るい ところを と りあげた ことは,た いせ つで あっアこ。
《摩 羅詩力説》 で,魯 迅 は,現 存道徳 に反抗 し,自 由愛好,抗 神,叛 乱の
精神 を強調 してい る。 レール モン トフの《悪魔》,シ ェリーの 《絆 を とかれた
プロメチ ウス》 とバ イロンの《奇蹟の カイ ン》の よ うな,思 想の独立 とほん と
うの知識 を もとめ る堂 々とした戦士 の形 象が,か れの注意 をひ・きつ け る。'魯迅
は詩人 たちの創作 の道 を,社会活動 とむすびつけてかんが え て い る が,こ の ば
あい,解 放運動 に参加 した事実 と,権 力 と保守的社 会が,詩 人た ちを迫害 した
ことを,つ よ く述べ てい る。
ロシヤ文 学に関す ると ころ は,と くに強調す る必要 があ る,な ぜな ら,そ
れ は申国で ロソヤ ・ソヴエ ト作家 を普及 したとい う,お ㌧きな仕事 の基礎 とな
ったか らで ある,魯 迅 は この仕事 を死ぬまでっ 団けた。魯迅が ロシヤの古典 に
メ
注意 をむけたのは偶然ではない,そ れは,世 界帝国主義が支援 している,半封
`
建 的君主制 が,人 民の主 な敵 となってい た20世紀10年代の ロシヤ と,申 国の革
命情況がい ちじるし く似ていた ことか ウ,あ た りまえで あった。
魯迅 は,19世紀に,ロ シヤ文学の花 が,ひ じよう にはや く,ひ らい た こと
をいつてい る。《 あた らしい ロシヤ文学 は,世 紀のは じめにお こった,そ れ は
たえまな く,独 創性 を発揮 して,日 々に花 をひ らき,げ ん ぎいでは もう,そ の
美 し さと偉大 さのため,西 欧 じゆ うが驚いてお り,最 も先 進 的 な 諸 国 の 文 学
の,先 頭 にたってい る》 。魯迅 は と くに,ゴ ーゴ リの作品の社会的意義 を述べ
　
て,そ れ をながい 問ま った くひ ら く力 を うばわれていた,ロ シヤ人民のつ よい
精神 力の あ らわれ,と み なしてい る。 しか し この文 章では,ゴ ー ゴ リの最 も一
般的 な特徴だ けに と ゴまってい る(の ちにかれ は,何 回 とな く,ゴ ーゴ リの創
作 について,Qべ てい る,《 死せ る魂》 は彼 の最後の翻訳 で あ り,そ して未完
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稿 となった)。 プーシキ ンとレ三ル モン トフの散文 につい て も,く わ し くのべ
てはい ない。 早 期 の プ ー シ キンの詩《 ムツ ィリ》 と《 イズ マイール ・ベヤ》
の ∫反抗的で高潔 な主 人公たちに同情 していたのに,プ ーシキン とレール モ ン
トフの散文 について も,く わしい ことはかいてい ない 。バ イロンを《 サタン》
のか し らとみな した魯迅 は,東 欧諸国の歴 史的条件 を説 明しなが ら,東 欧詩人
の作品の独 自性 を強調 してい る。一年 たつてか ら,魯 迅 は ガ ル シ ン とコロレ
ンコの短 篇集 の翻訳 を出版 した。 これ は ロシヤ ・ソヴエ ト文学 を申 国に紹介す
るとい う,か れの献身的 な仕事の はじめで あった。
西欧の文学 をしったばか りの蒋い作家の仕事 には(そ の うえお ㌧ くは 日本
語訳 を とお して),誤 りや西欧批評 家のまちが った立場 をそのま ㌧と りいれて
　
い ると ころが ある。 しか し,・中国では,こ の論文がす ぐれ た改革的意義 のあ る
ことを,魯 迅 は うたがわなか った。す なわ ち,そ こに は,自 由を愛す る詩入 の
歌 ごえ,被 圧迫民族が独立 のためにた ㌧か う歌 ごえ,中 世道徳 の きず なか ら人
轡 ● ・
間を解放 す る熱烈 な よびかけが,な りひべ い ていた。
この時期 の魯迅 の政治的観点 が,い ちばん はっ き りと,あ らわれてい るの
は《文 化 偏 至 論》(1907)年で ある。かっての申国の勢力 を と りもどすkめ
に,工 業 をお こした り,憲 法 を実施 す ることに よって,申 途半端 な改革 をめざ
してい る人び とを反駁 して,魯 迅は,鉄 道 も国会 もそれだ けでは国 を救 うこと
がで きない,と いった。お ＼くの中国革命家 たちには,ブ ルヂ.ア 民主主 義国
家がまだ理 想の国家機構で あった とき,魯 迅はその欠陥 を見 とおす ことがで き
た。《世論 の力 は,ず る くて どこへで ももぐりこむ野心 家や愚かな金 持,あ る
いは,ぬ げめの ない商人 とい った,独 占家 たちに委ね られてい る……むか しは
一 人の独裁者が人民の上 にの しか ㌧っていた ,い までは千万 のつま らぬ連 申が
ノ
とって代つてい る》。 塁
魯迅は《人民の国》をつ くるとい う,人 道 的な望 み を実現す るた め,道 を
さが し もとめた,そ の人民 とは このこ とぼの最高の意味で,自 由で あ り,全 面
的に発展すべ きものであった。 しか し,当 時 はまだ,申 国の プロレタ リアー ト
が組織 された政治力 となっていず,自 覚 した革命運動 は,大 衆的に なってい な
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かった。魯迅が ある時期 に,あ たか も個性の解放 の道 を き りひ らくことので き
るよ うな,唯 一 の創造者 をお もい,そ の思想 に心 をひ きつ け られ て い た こ と
は,あ や しむにた りない。 こ うして,か れ には二fプセンの医者ス トックマ シと
ニーチエの《超 人》があ らわれた。革命文化 のす ぐれた活動 家崔秋白は,す で ア
に25年前に,魯 迅 の《個人主義的》観点 の基礎 は,ニ ーチ エ 主 義 に あ る こ と
を牢 しくもしめしている。魯迅は個人主義を人民大衆の利益 をま もるた ㌧か燈
の武器とみなしていた。かれは とて もながい年月をかけて,こ の誤つたかんが
えに うち勝たねばな らなかった。 しかし基本的にかれの立場は革命的民主主義
で あった。 このことは,在 日申国人の政治闘争にかれが加わっていた こと,申
国の君主専政を うちたおした辛亥革命の頃のかれの活動によって もわかる。
1911年10月にはじまった革命を,魯 迅がはじめの うち歓呼してむかえfcこ
とは,で きたばか りの新聞《越鐸 日報》に書いた《読者に訴える(《 越鐸》出
世辞)に よって もわかる。外国になが く圧迫 されたのち,と 魯迅 はかい て い
弓・国犀は《偉大 な自由を三つみつけた……人民は元気づ き空の太陽で さえ狂
喜 している》,共 和国がで きあが るとともに,と 魯迅はつ 団ける,《 人それぞ
.れが国家の主人公である》,国 家の運命にたいする責任は国民ぜんぶの肩にか
㌧っている。《本紙発刊の趣旨は,自 由な言論に広場をあたえ,人 間の自然の
権利を もちい,共 和国の発展を うながし……社 会生 活 の暗い面 をあばき,剛
くわ
毅不屈の精神をふ るいお こさせ,ほ ん とうの知識 をひろめるにある……》
はじめての意見 として～魯迅はこ㌧で進歩知識の普及についてのべた。 し
かし,い までは,そ れを実現するためには政治闘争と生活の否定面をば くろし
なければいけない,と みてとっている。魯迅の美学的観点の発展をしめす重要
な意見のかずかずは,か れが共和国政府の文部省ではた らきはじめた1912年の
ノ
おわ りに書いた《美術意見書》(凝 播布美術意見書)に もふ くまれている・人
民大衆に申国と世界の美術を普及す るとい う遠大な計画を もくろんだ魯迅は,
この文章で美術の本質 とその使命にたいする意見 を述べてい る。かれは芸術の
(1)「 文芸月報 ⊥1956年,第10号,3頁。
注 釈つ き魯迅 全集第7巻271～272頁。
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潔 轄に よって客観的現実 一 一かれの言葉 に よ ると《本性の創造》をか んが えて
船 る。直接の感性的知 覚が芸術 家によって《思考分析 され 》,の ちには 《美学
牝 》 され る。あとの ほ うの術語 を魯迅 は 自然界 の例で説 明 してい る・ われ やれ
の観察す る事物 はみな,完 全な もの として存在 してい るとはかぎ らない,葉 は
黄色 くな り,花 はしぼむ 。しか し芸術 家の任務 は 《適 当な》形 象 をつ くること
でこあるか ら,一 定 の形 象 を再現 す るために本質上か くことので きない,事 物 の
特徴 だけを正 し くと りあげ ることであ る。 ・この言葉 は芸術形象 を創 造す る基本
的方法 とな?て い る典型 化に関 してのべ てい るので,こ れは,リ ア リ丈 ム美学
の最 も重要 な基本的主張 を,か れ がみ とめてい た とい ラことにな る。魯 迅 は自
然 を 自然主義的 に模写 す る ことに反対 し,ま た形式的 なゴマ カ シ に も反 対 し
た6た とえば,玉 を きぎんで木の葉 そっ くりに切 りとった り,あ るいは,一 塊
の象牙に一万 の漢字をぜ んぶお さめることは容易で ない,し か しそ うい うこと
をしてみて も,ま だ芸術で はない,と い ってい る。 ・
もちろん,《 美術意見書》(擬 播布美術意見書)は 魯迅 の円熟 した 文 章と
はいえ ない 。これには不 明瞭 な方式 化とともに,ほ かの もの と直接矛盾 す ると
ころ もあ る。魯迅が文 学の社会的はた らきを くりかえ し強調 してい るに もか ㌧
わ らず,芸 術 のほん とうの特 殊目的 は,《 人聞を楽 しませ ること》 である,と
いってい るのは意外であ る。 これ はあ きらかに,美 学領域 の 最 も観念論 的 な思
想が,若 い魯迅 に影響 をあたえた もの とみ なければな らない。 しか しこの論文
は基本的 には芸術を唯物論 的に解釈す ることを主 張 し,周 囲の現 実か ら一般化
され たほん とうの形象 をつ くることを,芸 術家に もとめてい る。 これに よ り文
化革命 のは じま るまで,魯 迅 が当時支配的であった観念論美学に公然 と反対 し
、てい た ことがわか る。
これ と関連 してひ じよ うに興味があ るの は,《 意見書 》 のほんのす こしま
えに,む か しの文語で書いた《懐旧》 とい う魯迅 は じめての 小説 のあ ることで
ある。
この小説 は,ま る暗記でいためつけ られ,先 生がいやでたま らない 子供の口
をか りて い る。《長髪 賊》(19世紀 なかばの太平天 国革 命に参加 した 者 はこ う
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よぼれた)の 軍隊が村 に近づい た,と い う噂が ひろま ると,か れにはそ うい う
可能性 がで きる。 しか し噂 はたん な る噂にすぎない よ うだった,数 日後に はま
た,い や な授業があった。読 めばわか るよ うに,題 材 は簡単で,小 説 のスケ ー
ルはちい さい,し か し,魯 迅 は経験ゆたか な作 家で も,う らやま しい ほ どの技
巧 で,心 理的特徴 を発 展 させ てい る。率直 な子供 と用心 ぶかい 老僕が うま く書
いて ある。て れに たい して村 の先生,儒 教徒の《禿 げ先生》 とその友,成 金 の
金耀宗 のケチでお くび よ うなところの描写 には針 をふ くんだ皮 肉が は さんであ
る。 この形象描写に は将来 の偉 大 な風刺 家がみ られ る。 魯迅は伝統 的教 育のス
コラ的 な制度 をわ らってい るばか りで な く,儒 教の道徳 家の偽善 と日和見をみ
せ てい る。《禿 げ先生》 一一仰聖 とい う悪意をふ くんだ名前 その ものが皮 肉で
あ る。 とい うのは,か れが《孔子 に頭 を さげてい るよ りは》地方の金 持に頭 を
さげてい るか らだ 。 このよ うに,さ いしよの小説 に さえ,魯 迅の作品ぜ んぶを
赤い糸 となってつ らぬいてい る,反 封建 イデオ ロギーの テーマが ある。
このほかお もな特 徴 は,革 命の敵の戦術 をば くろしてい ることで ある。 ず る
くた ちまわって,太 平 軍の御気嫌 をとった金耀 宗の父,ま た憎 んでい る《長髪
賊 》に出 くわしたな らと,お 肚辞の ことば を用意 してい る仰聖の くだ りでは,
支配 と権 力をま もるた あには,ど んな 仮面で もか ぶ る敵 にたいす る革命陣営の
警 戒心 を うったえてい るかのよ うで ある。 この けねんは彼の予想 よ りもはや く'
実現した。辛亥革命のの ちま もな く,人 民の要求 をかなえ られないま ＼,権 力
は,《 革命家》のふ りをしていた哀 世凱 と地主,買 弁 出身の手先に移 つた。祖
国 の改革 とい う魯迅の期待 ははずれた。幻滅 した か れは何年か文 学 と社会活動
をはなれ,古 代文献の研 究に と りくんだ。1919年の 「5・4運動 」でたかまった
民族解放闘争が作家生活 へひ きもどしたので ある。
《5・4運 動》の さい,魯 迅 は申 国 インテ リゲ ンチヤの革命的 ・民 主 的 陣
営の思想的指導者の一人 となった。 雑 誌《新青年》で申 国で はじめてのマル ク
ス主 義者 たちに協 力した ことは,魯 迅 の社会的 ・政治的観点 をいつ そ う発展 さ
せ たよ うに思われ る。《5・4》 時期 と20年代の前半頃の多方面にわ た る 雑 文
で,魯 迅 は被圧迫 人民 のまえにた ちあ らわれ,ふ るい申国の精神生活 の命数の
、
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つ きはてた,反 動的な もの を無慈悲にば くろし,不 正 な社 会機構 と,そ のほろ
びゆ く運命 をさ.らけだ し,あ た らしい生活 のため身をな げだしてた ～か う,戦
士の勇気 をほめた ㌧えた(魯 迅 じしん もあた らしい生活 の輪廊 とその建設の道
が当時はまだはっ きりしていなかった)。
魯迅 は小説集《ロ内賊 》 と《彷催 》 時代 の小説 で,ほ かの方法によ りこの任務
を解決 した。現 象的1とはひ じよ うに多様 な中 国の現実の深刻 な意義,政 治的戦
士 の経験,人 間 にたいす る身心 をなげだした愛情,人 間がしあわせにな ること
を妨 げてい るものにたいす る,や きつ くすよ うな憎 しみ,自 国お よび外国文学
の宝 を完全 に 自分の もの としていた こと,こ れ らの ことに よって 魯迅 は円熟し
た高度 の リア リズム文学 の形 象 をつ くり,そ の才能 を発揮 す ることがで きため
で ある。魯迅の作品 は中国文学 の発展上 あた らしい高度の段階 をひ らい た。
魯迅 の作品 には中国の社会がみなお されている 。 かれ は生活 のあた らしい
分野,つ ま り,こ れ まで表現 す るに値 しない とみな され て きた,あ た らい し人
間 を文学 にみ ちび きいれ た。 ちよっ とみ ると単調で,ち よ うど人里 とお くはな
れた町 や村 のみすぼ らしい茅屋 に住 む人 び との,精 神 的 な ものはなに もない よ
うな生活 に,魯 迅 は深刻な人生 と独創的 な詩が,か くされてい るのをみた。 魯
迅 はかれ らの悲 しみ,か れ らのひ め られ た,そ れ とはいえない望 み をしってい
る。《 四千年のあいだ,巨 大な石 に庄 しつぶ されて,ひ よわい,し ぼんで しま
った草みた斗、に,黙 りこ くつて きた》人民が,声 をだして話 しはじめた。 この
石 をおしの け,人 民が まっす ぐになれ るよ うにす ること,そ れを魯迅 は じぶん
のし ごとにしたので あ る。
申国には,魯 迅の まえに も,時 代 の多面 的な生活 をは っ き りと形 象 化 し
た,偉 大 な作家がた くさんい た。《紅 楼 夢 》(18世 紀),《 金 瓶梅》(16世
紀),関 漢卿の ドラマ(8世 紀),唐 の市民的打情詩,元 槙 と白 行簡(8-9世
紀)の 小説 はそのつよい真実性によ り,申 国文学 の傑 作に入 る ものであ る。 じ
れ らは社会 の不正 にたいす る直接的ない きどお り,作 家の同情心,人 民のため
の溢れ るよ うな力で人 を うごかす。しかし,中 国社 会の基本的矛盾 がす っか り
あ らわに されていない とい うな らば,こ れ らの偉大 な作品 の意義 を軽 くみ るこ
/ソ 連 人 の 魯 迅 論(113)'
とになろ う。 それ は作家の才能 や生活の智慧 がた りなか った か らではな く,そ
の時代 の社会 関係 の発展段階 によ るものであ る。悲惨な貧 農 の 運 命 に つ い て
'
は,む かしで も,魯 迅の時代で も,た くさんの作 家が語 つてい る。 しか し,か
れ らは入民 を同情 すべ きもの としてなが め,傍 観 してい ることがお ＼か った。
かれ らが 《窓か らなが めた》 よ うに,人 民 も作家を《紙 きれで区別した》(詩
人劉半農の ことぼ)の であ る。 これ らの作品 の ライ トモチ ー フは 憐 れ み で あ
つた6
こ ㌧で強 調しなければな らないのは,魯 迅 よ り前 の作家たちのお ㌧くが時
代のす ぐれ た思想 家 ・ヒ ューマニス トであ り,か れ らがみな人民の不幸 を戦争
の結果や,天 災 または《悪い》政府 の影響 とみなして いた ことであ る。 か れ ら
は 人民 の苦しみのほん と うの原因が封建制度 その ものにあ ることをし らなか っ
あ。したが って,か れ らの批判 はその勇気に もか ㌧わ らず不徹底で あった。白
居 易 も柳宗元'(8世紀9世 紀)も,《 水濤 》の豪傑 た ち も,不 幸 な ものs
訴えに耳 を傾 け る《明君 》 に期待 をか けてい る。 これ は封建 制度 の破滅 が あ き
らか となった清代の作品 に もみ ると とがで きる(19世紀のおわ り一…20世紀 の .
は じめ)。 この時代 の特徴 とな る《暴露小説》の うち劉鴇 の《老残 游記》 をと
ってみ よ う。 これは20世紀 はじめの作品で,そ の ころ魯迅は文学活動 をはじめ
ていた。この小説 はその頃 のほかの作品 のよ うに,あ らゆ る矛盾 とともに清朝専
政の最後 の10年間の農民の運命 をはっ きりさせてい る。 劉鵠 はあ りとあ らゆ る
お もい税 金 とわいろ を くわし く書いて,む ごい政府 の役人 に 烙 印 を お し て い
り 　 　
を
る。しかし,人 民 を救 済す る道にな る と,こ れ らの 役人 を清廉で人 間味 のあ
るほかの人 に と りかえ るよ りほか,な に もで きない。 最 も進な歩的 ほかの《暴
露小説》作者で さえ,こ れ よ りも急進的 な方 法について はいえなかった。
魯迅 のお もな任務の ひとつは,ふ るい申国の人間関係 の本質 に大胆に,し か
も深 くはい りこむ こと,ま た,む かしか らの被 圧迫者 と圧迫者の対立 をしめす
ことで あった。 かれのい うところによると,ロ シヤの古典文学 の恩恵 を うけて
い る,こ うして彼 は有名なつぎの言葉 をい ってい るので あ る 。《 そ の(Pシ
ヤ)文 学か ら,わ れわれ は,い ち ば ん た い せ つな こと 世界には二つの階
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級,圧 迫者 と被圧 迫者の あ ることを知つた。 この発見は偉大で ある。それ はち
よ うど原始人 が食物 の煮焼 きをは じめ,暗 い夜があかあか とした炎 で明 るくな
った ときの火 の発見 と同 じで あった。 魯迅の任務 は,こ の対立の特 殊な,申 国
的形式 をあば きだす ことにあった。 この傾 向の第一歩 として,魯 迅 は《ロ内賊》
の《狂人 日記》 を書 きあげたのであ る。
《県知事に足かせ をはめ られ,地 主 に顔 を殴 られ,お 巡 りに妻 を うば わ
れ,高 利貸 に責 めつけ られて死 んだ父 母 …・・》,こ うい う中国人民 の悲 劇 を具
象化す るため,魯 迅 は力つ よ く,深 刻 にあ らわ され た形象 を もちいt。一これま
'で の中国文学 に,こ れ ほど力つ よい説得力 を もって,《 喰 うもの》 と《喰われ
る もの》 との対 立をえがいた ものはなかったし,そ れ に もまして注意 しな けれ
ば な らないのは,暴 力 と不正 の特殊なばあい として 団はな く,封 建申 国の普遍
的法則 として,え がかれてい ることであ る。
《狂人 日記》で この テーマは作者の 宣言のかたちを と り,一 般的 なプラン
にしか なっていない 。 その主 な内容は,戦 闘的 ヒューマニス トの死に もの狂い
のたたかいであ り,ま わ りの あ らゆ る悲 惨な出来事 を意識 して,《 人 を喰 うも
の》の社会 に抵抗してい ることであ る。 この ヒューマニス トの悲 劇は,人 び と
を救 お うとしたに もか ＼わ らず,そ れがわがっ て もらだなかった ことに ある。
か れに残 された ものは,将 来 は《 ほん と うの人間》 になれ る,ま だ堕 落してい
ない子供に期待 をか け ることだけだ った。 魯迅の こうした将来への希望には,
もし,ほ ん と うの人が人喰い とい う人喰い を追い は らつてしまえば,搾 取の制
度 はな くな り,た とえまだ漠然 とはしていて も,あ る社会の理想が もち出 され
'てくるとい うことが あ
った,こ の小説 が中 国の解放運動のたかま りの とき,偉
大 な十月革命の数 カ月後に書かれたのは偶然でない。 ロシヤ人民 の英雄 的なた
＼かいが,ロ シヤ文学 をとおして,偉 大 な北方の隣人 に共感 をいだいていた魯
迅 を喜 ばせは げました ことは うたがいない 。一年 後に,魯 迅 は十月革命 には じ
ま る歴史的事件に,《 新 世紀の は じま り》,《 あけぼの》を見て,こ の歴 史的
事件 にたいす る自分の考 えを率直 にあ らわし篇
魯迅 はその後の作品 で,《 上流社会の もの》 と下層社会の もの との,あ い
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いれない対立 を,ま す ますしか も具体的 にえがい てい る。 それは《 祝福》 の祥
林媛 の悲 劇に,農 民 閏土(故 郷)の 生 活の,悲 しい物語 に,ま た,金 もちの趙
〆
旦那 に無 慈悲に捲 きあ げられ る,笑 うべ く憐 むべ き阿Qに,最 も深刻にあ らわ
されてい る。 これ らには,さ ま ざまな人び と,題 材,い ろあいが ある。しかし
魯迅 は,ど の作品 で も,ふ るい機 構を否定 す る,と い うことで は非妥協的であ
る。魯迅作品 のどれ一 つを とって も,現 存秩序 の ワクのなかで解決 をはか ろ う
とはしてい ない。阿Qと 趙且那 のなか を うま くゆかせ,祥 林捜 や閏土の苦しみ
の原因を,い ます ぐに もな くしよ うとす る ことが,は たし て で き るで あ ろ う
か 。 反対 に,魯 迅 は《故郷》で,《 われわれのし らない,あ た らしい生活》に
な っては じめて,農 民の息子 と主 人の子供が ほん と うに平等になれ る ことを強
調 してい る。
辛亥革命 によ って も《あた らしい生 后》 にはな らなか った ことが魯迅の小
説 では くりかえ されてい る。《風 波》 は1911年の革命 が農 民 に な に もあ た え
ず,か ＼わ りのない ものであった ことを証 明してい る。 満洲人へのれい属 をあ
らわす弁髪を きった 団けで,む かしなが ら村 の生活や政治 は一 向変 らず じまい
で あった・《阿Q正 伝》 では もっ とはっ き りしてい る・ 《革命党 は町 を占領 レ
たが,だ い じな ことは,な に ひ とつ変 らなか った。 もとの大 隊長が 同じ兵隊 を
指揮 し,県 知事 は居坐つた,変 つたのは職 名だけだ った。 さ らに 挙人旦那 も宮
途につい た。{れ らの あた らしい地位が ど うい うことを意味す るか,未 荘の住/
民 はわか らなか った》 。厘人民的政権のかわ りに,ほ かの ものが政権の座につ
いナこにす ぎず,人 民 はあずか りし らぬ ことだった。
じじつ,こ の小説 に は,弁 髪 を きることを人民 に強制 した,《 よか らぬ》・
革 命家た ちのこ とが何 回 とな くでてい る。 じつ さい は,こ の入 たちこそ,革 命
的傾向 を もっていた と,い わねばな らない であろ う。しかし,か れ らは あ きら
かによわ くて,あ たまか ず もす くなか った。《 自由党》 は といえば,あ ま りに
も人民大…衆に縁 がない。未荘の住民 はこの党の 目的 をし らないのは もちろんの
ツ 　イオ ウ シ　 イオ ウ
こ と,《 自由》 とい うこ とば さえ;わ か らないので,発 音の似てい る《柿油》
とまちがえ るし まつであ る。
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ふ るい型 のブルヂ 。ア民主主 義革命の 辛 亥革命に たいす る魯迅 の批判 は,
中国文学 の うち最 も深刻であ る。魯迅 は中国の勤労大衆,な によ りも農民の立
場 にた ってお り,人 民が ほん とうに,じ ぶんの力 をのばす ことので ぎる,あ た
らしい革命 を うったえ た。
菅**
早期の作品 にはじまった魯迅 のイデオ ロギ ーのた ㌧かい は,《 文 化革命》
時代には もっ と戦 闘的,攻 撃的性質 を もつよ うになうた。《5・4運動》 で活躍
したお ＼くの人 び とのよ うに,魯 迅 がまっ さきに反対 した のは,形 式 的 な儒教
の ドグマであった。 こ ㌧では第一 に《狂人 日記》 をあげなけれ ばな らない 。主
人公はながい あいだ儒教道徳 の教 えに とらわれ てい た,し かし,か れ は うたが
い だす。《 ……わ た くしは歴史 の本 をひ もといた,し かし本 には 日付がな く,
どの頁に も《仁義》,《 公正》,《 道徳》,《 徳 》の言葉 が書い てあった。 ど
うして もねむれない ので,夜 どおし注意 ぶか く読 んで みた。す ると,ど の本 の
行のあいだに も,一 つ の言葉,《 人 を喰 う》が書 いてあ る》。 もったいぶ り形
式 ばった言いまわ しで;君 主 や ひろ く・《君子》 の行いの規範 となってい る儒教
倫理のい ちばんたいせつな観念 を,魯 迅 は《人 を喰 う》 ことにほかな らない と
したる新文化 のためにた ＼か った人 び との うち,だ れ ひ と りこのよ うに 大胆 な
批判 をした ものはいなかった。
封建文 化のい ろいろい ろな面 を多少な りと批判 した以前 の申国作家 と魯迅
が区別 され るのは,か れがふ るい イデオ ロギ ーに 妥協 しなかったか らであ る。
呉敬梓 の有名な《儒林外史》(18世紀)は 試験制 度や役人 としての出世 と空虚
な議 論に熱中 してい るエセ学者 をす るど く風刺 しそい る。 この小説 の内容 を客
観的にみ ると,社 会制度 とむすびついてい る儒 教への激 しい打撃 とみてい ㌧。
しかし呉敬梓が儒教 イデオ ロギ ーに反対 レなか ったばか りでな く,こ の教えの
ほん と うの精神 をま も り,国 家機構 内の《本物》 の儒 教徒 に魅力 を感 じてい た
とい うこ とで,そ の批判 力はよわまってい る。19世紀おわ りの改革運動 とむす
びついた作家 たちは,申 途半端 な考 え のくため,反 動的 イデ オロギ ーにアこい し雄
/
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々し くたちあが ることがで きなか った。
このため,魯 迅 の作品 にあ らわれ てい る改革 思想の こえは,そ の時代 の人
たちにふかい印象 をあたえ た6積 極 的に文化革命に参加 した呉虞 ほ 《狂人 日記
》 の出版後 す ぐ,こ う書 いた ブ魯迅 は《礼儀道徳 を重 んず るよ うな仮面 をかぶ
って人 を喰 う詐欺師やペ テン師のベ ールをはぎ とった》 。 また魯迅の作晶 をは
じめて研究した銭杏邨 は《 ものす ごい破壊力 を もつ爆弾》 とよんだ。 作者はこ
の爆弾 を《当時の封建 勢力》 の陣地 へい きおい よ く投 げつけたので あった。 、
魯迅 はまた《孔 乙己》で封建 イデオ ロギ ーの害毒 を書 いてい る。主 人公 は
貧乏 イ ンテ リの孔乙己 である,か れ はわかい とき官吏 として将来有望 な国家試
験 を何回 もうけ,運 命 を きりひ らこ うとしたが,う ま くゆか なか った。 支配階
級の幻想が しみつい てい るかれは,貧 しい ものには と うていみ こみ のない夢 を
実現 しよ うとし,た ま さか盗 み をはた らい ては飲 み代 にあて ㌧い る。 孔乙己 と
その仲 間の悲 劇には,深 刻な社会的結果 を もつ,ほ か の面が あった。 それはな
にか とい うと,イ ンテ リを人民 大衆か らひ きはなして,人 民 を支配 し,孤 立 さ
せてしま う宮僚思想 に もとついた教育 制度で ある。魯迅 はあ る評論 で,儒 教哲
学者孟輯(孟 子)の 有名な ことばをひ きあいにだしてい るが,こ れ はそ うい う
思想 をよ くあ らわ してい る。 《申国 の聖人 と学 者は率直明瞭 に語つた,精 神労
働 にたず さわ る もの は人 を治 め,肉 体労働にしたが うものは人に治 め られ る。
治 め られ るものは人 に喰べ させ,治 める ものは人に喰べ させ られ る。》孔乙巳
は物質的 には魯鎮でい ちばん まずレい もの と,な に もかわ りはしなかつたが,
尊 大にふ るまい,う わべ を飾 ろ うとし,じ ぶんには教育があ るか らと くべ つで,
学 のない ものには窃盗 と思われ ることで も《学 のあ るものには何で もない ・あ
た りまえのこと》であ るらしか った。この尊大 さは,も ちろん,ま わ りの もの
の敵意 をまねいた』 こ うして,酒 屋の常連 たちには,た えず嘲笑 われ,は ずか
し め られ る。
もし孔乙巳 とその仲聞《白光》9)陳士成 がギセ ィ者だ とすれば,魯 迅 はほ
かの作品で,悪 を直接?く りだしてい る ものや,そ の手だすけ をしてい るもの
ど もの画廊 をひ きだしてい る。それ が四銘(石 鹸),魯 旦那(祝 福),そ れに《
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阿Q正 伝 》の趙 旦那 と息子 の《 ニセ毛唐》で あ る。 かれ らはどれ をとってみて
も嫌悪 にたえない が,ぜ んたい としてみれ ば,偽 善,残 酷,貧 慾にみ ちたふ る
い申国の支醜 階級 のすがた を集体的 にあ らわしてい る。 これ らの形 象にはい き
どお りの風刺が ある。しか し魯迅 の 直接 の嘲笑や非難は まず どこに もみ あた ら
・ ないし,こ れ らの人物 のおかれてい るカ リカチ ュア的 な境遇 も強調 されていな
い。作者 はつね に,《 旦那》 たちに敬意 をは らってい る,し か し この尊敬 には
打撃的 な風刺 の瑚笑いがか くされてい る。'
魯迅 はしばしば,φ る人物 の ことばや行い を ・ 自称道徳 家の道徳原理 と対
比 して,風 刺的にば くろしてい る。 このばあい,作 者 は直接 この対比 をお こな
わず,読 者がた くみに じぶんの意図す る ものをひ き出す ことを期待 した もの と
お もわれ る。た とえば,《 阿Q正 伝》 には趙 家の辛亥革 命にたいす る関係 をえ
がい てい る場面が あ る。 忠臣・ まして学問が あ り国家の要職 にあ るもの 一 一
は,王 朝が くつがえつたばあい,ほ ろんだ君主 のあ とを追 うか,ま た は権 力を
うばつた ものへ の協力を拒む ぐらいのこ とはしなけれ ばな らなか った。 ほろん
だ君主 のた めに,忠 勤 をは げ もうとした人び とのために,《 遺老》 とい うこと
ばがあつた。
趙 《秀才》はい ったい何 をす るのか?彼 は皇帝 の徳 をた ＼え る竜牌 を うち
砕 き(つ いでに銅 の香炉 ももちさって),《 自由党》に入い る。しか し,《 よか
らぬ》革命家た ちに ひった くられ,お まけに弁髪 もきられてしま う,つ ま り,
い まはほか の連中が 《い ＼ご身分》になってい ることを しつてい る,か れ と父
は,む かしのよ き時代に愛着 を感 じた》。 かれ らがどん なに りつばな主義 を も
ちだ して も,反 革 命家である ことをか くせ なか った し,そ の行いが ことごと く
打算 に よ ることを,作 者 はま ぎま ざとえが きだしてい る。
阿Qと 趙 家の取引の場面では,魯 迅 の風刺 が高みにたつしてい る。 み じか
い応 答と作者 じしんの見解 一 形 式的には人 を傷つ けない一 で,作 者 は《社
会 の柱石 》のチ ッボケな根性,偽 善,猿 智慧,貧 慾 を,す ぐれ た芸術的手腕で
あ ば い て い る 。 まず はじめか らとて も特徴 的で あ る。 《趙旦那 は晩飯の とき
秀才 と,阿Qと と りひ きす るのはよ くない,戸 じま りを厳 重に しなければな ら
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ない,と い った。 あの男にはほ りだし ものが あるか もしれない,ま だい ＼品が
残 つてい るかな》。けっ きよ く,挙 人 は阿Qが ドロボウ としってい るか,す く
な くと もドロボ ウだろ うぐらいには思つてい る。 だか らとい って,阿Qの 手 も
とにい ㌧品 があ りさえすれば,む しろ と りひ きをしたいので ある。 これが未荘
の道徳 家た ちの道徳なのだ。
儒教 イデオ ロギー と旧習にしが みつい た死んだ権力が,文 字 どお り,あ ら
ゆ る生活面 にゆ きわたっていた。 きび しい《男女 の別》や子 供の うちに両親が
きめた結婚 は,若 ものか ら愛 のよろ こびを うぜ い とった。魯 迅 の小説 に主 人公
た ちは愛情 をテーマにした《傷逝》があ るのは偶然で はない。 《傷逝》で は愛
情 も,は じめの あいだは,つ よ く明るか った,し かし,物 質 的欠乏 とつ めたい
社 会の敵意に はた え きれ ず,子 君 は愛人の もとを去 つてゆ く。 《離婚》の田舎
娘 愛姑 も正しい ことを主張 しよ うとしてやぶれ る。 しか し これ は,子 君 と滑生
の愛情 とおな じ く,長 年にわた る儒教の教 え と偏見が根本か ら ぐらつ きくつが
えろ うとしてい ることを ものがた りは じめてい る。
*
?
真実が どんなに,い た ましいに して も,真 実を書 くとい うス ローガ ンに忠
実 な魯迅 は,人 民 大衆 をえが くば あい,な がい圧追が人の心 に涙 をと どめずに
はお こなかった ことを,揮 か ることな く指摘した。宿命論 や 野 蛮 な 迷 信 が あ
り,さ らには人民の 利益のためにた ＼か ってい る人 を理解で きず,か えって,
うとん じ,敵 意 さえ もつ人がい る。魯迅 はそれ をよ くしっていた。 《薬》がそ
の例 である。 こ＼には,処 刑 され た革命家の血で,肺 病 の息子 をなおそ うとす
る,貧 し くて無知 な人 び とがい る。《頭髪の話 》 では俗物 た ちが愛国者 を嘲 笑
し迫害す る。 ま るで彫刻 みたい な,お どろ ぐべ き描写の《 ひ きまわし》で は,
人 び とが鈍感 と無 関心 さで,じ ぶん たちを幸福 にしよ うとして罪 を きせ られ た
男 をみづめてい る。 独創的な阿Qは この例 としては最 も輝か しい ものであ る。
阿Qの 精神的特 徴,《 阿Q主 義 》(こ の ことぼは魯迅 の小説 がでてか らす
ぐにで きた,こ れ は阿Qと い う形象の世わた りの秘訣 であ る)の 特徴は第一一に
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《精神勝利 の理論》であ る。 この《理 論》の本質 は,は ず か し め られ た もの
が,な にか と口実 を も うけて,じ ぶんのほ うが,精 神的にずっ とす ぐれてい る
と思い こみ,自 らな ぐさめ ることにあ る。 阿Qは 敗 けぱなしでいたいわ けでは
ないが,で きそ うな ことを考 えて も力た らず とい うあ りさま,そ れで,じ ぶん
の失敗 をごまか して,な るべ く早 く忘れたいのだ。 生活の矛盾 を さけ,解 放 の
た 、かい をしない とい うことに,革 命 的 世界観 に全 く対立 す る,阿Q主 義の最
も重要 な特徴があ る,魯 迅が風刺 してい るのは この点で ある。
しか し,こ ㌧で疑問 がお きる。趙 坦那 や《学 ある》 息子 のよ うな地主 た ちの
支配す る未荘の あ らゆ る生活慣習が,阿Qの 精神 的特徴 を生 みだしてい るの に
もか ㌧わ らず,魯 迅が風刺 の主 な対象 として不幸 な作男 をえ らんだのは ど うし
てだろ うか?・ 魯迅は どうして,阿Qや その同類の精神的欠陥の もととな るも
の をまっ さきに批判 しなか ったのか?そ の理 由は,魯 迅 じしんが言 つてい る
よ うに,大 衆の心 の否定面 を もふ くめ,大 衆の前進 を妨 げ る ものはみな,な く
してしまい たい とい う,人 民 を愛 す る心か らでたので あった。魯迅 の批判 は そ
の假 借な さ・一 人民の美点 には作者の愛情が あ らわれてい る一 一に もか ＼わ ら
ず ・崎形的現 象にたいす るきびしいい ちずな愛情 がある・・ こ ＼に・封建 的反
動家のエセ愛国主義,申 国の士地に生れたとい うだけで,お くれた不合理な も
ので も,みんな讃美し,申 国の民族的特性をひろめ宣伝してい る人たちと対立
す る魯迅の革命的愛国主義がある。
これとと'もに,魯 迅の作晶には批判的方法があるだけで,積 極的主人公が
つ くられ なか ったかのよ うに思われ るか もしれない。じじつ,こ のよ うな形
象は魯迅の作品にはす くない,し かし,魯 迅の小説に共通す る構想と傾向をき
めるために,そ れを分析す ることは,た いせつである。こ＼では,満 洲人の権
力のため牢獄に放 りこまれた若い革命家夏喩が出て くる《薬》 だけにと団めよ
う。夏鍮は小説のどこに も直接あ らわれない,し か し夏鍮はまぎれ もな く主人
公である,じ ぶんの運命をほかの登場人物 としっか とむすびつけていること,
この印象の思想的内容がひじよ うにお ㌧きい,と い うことで主人公になる。登
場人物の話で,夏 鍮の精神と人格があ きらかにな る。たとえ理解 されな くて も,
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人民にか ぎりない愛情をいだ き,死 に直面 して も揺がない勇気 と,事業の正し
さ,勝 利の信念をもってい るかれである。 この確信があればこそ夏喩は獄申で
も憂国のお もいにか られ煽動をやめなかった。主人公は死んだ,し かし人しれ
ずその暮に献げられた花輪は,か れの事業が死なかったことを物語つてい る。
《薬》とむすびつけ,魯 迅がその雑文で 《革命の先駆者の命にしたがった》の
みならず《それを重んじ,み ずか らす ㌧んで》 といつてい るの は偶 然 で はな
い 。
魯迅以前の申国交学で,人 民は搾取,暴力,偽備の対象としてえがかれたに
すぎなかった。そのほとん どは想像 もで きない重圧,非 入間的な条件の もとで
生活 しなければな らなかった人民が語 られていた。少 くとも魯迅は《祝福》の
祥林媛,《 故郷》の閨土の忘れえぬ形象に,《 阿Q正 伝》にでて くる未荘の貧
民の描写に・何千年のあいだ何百万 とい う申囲農民の運命であった悲劇を億っ
きりとみて,そ れ を形 象化 した ことであ る。 しか し,魯 迅 はほか の もの も見 た、
一一 こ ㌧にかれの偉大 さが ある一 一それは,健 康な精神 を もつ庶民 の道徳 的美
点 であ り,よ りよ き将来は彼 らによってえ られ,ま た必ず そ うな るのを信 じた
ことであ る。'
魯迅の小説 《小 さい出来事》 はその輝か しい例 とな るか もしれ ない。 小説
の題材 とな る事件 その ものが,あ ま りたい しだ ことではない 。車 夫は損 とは し
りなが ら,貧 しい老婆 を助 け るた めに車 をとめ る。 しか し作者 は このあ りふれ
た事件に乗客の あさましい利己主 義 と対比 して労働者の精 神 の 高 み を 見 て い
る。 この人道的行 いが直接影響 す るところがお ＼きい 。小説 を書 い たかれ は無
関心でい られなか った。《わた くしは急 に;何 と もい えないお もいに,お そわ
れ た 一 車夫の姿が……大 き くなってゆ き,遠 ぎか ってゆけばゆ くほ ど,ま す
ます大 き くな るよ うに思 われた。そ して,か れ を見 るためには見上 げねばな ら
な くな った。車夫か らはなん と もいえない力がでて きて,わ た くしにのしか 、
り,肌 着の下深 くか くれてい る,《 チ ッボケな人間」 を追い出す よ うに思 われ
た。車 夫のけだかい行いは作者の道徳的規範 となった。 《 この小 さい出来事 は
い まなお眼の前にたちはだか り,わ た くしを恥 じい らせ,わ た くしを向上 させ
^、
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て くれ る。それはわた くしの勇気 を奪 いた ㌧せ,わ た くしの希望 をつよめて く
れ る》。
こうして,魯 迅 は道徳,た ＼か う勇気 と希望 は人民か らでてい るとして,
新民主主義革 命に加わ っていた先進分子 の立場か ら,道 徳 ・倫理,《 人 民 とイ
ンテ リ》の問題 を解決 してい る。
《故郷》のおわ りに表象 されてい る道 はすば らし く詩的であ る。 《希望 と
は,も と もとあ ると もいえない し,な い と もいえない。 それは地上の道 みたい
/なもので
,歩 く人 がお ㌧くな ると道 にな るのだ》 。作者 は,子 供た ちがお とな
になった と き,そ の希望が実現 され ることを信 じた。 《高い壁 でへだ て られ る
ことな く,苦 しい放浪生活 に もお ち こまず,愚 鈍に もな らず,不 幸や怨み もな
い よ うに とお もう。かれ らはわた くした ちの し らない,あ た らしい生活 を しな
けれ ばな らない》 。
《哨城》 と《彷径 》の作品 は,う ら悲 しい,と きとしては悲 劇的色彩が っ
よいに もか ＼わ らず,《 故郷》 と《小 さ い 出来事》で は,作 者 の希望 がい っか
は実現 され るとい う,生 活肯定 の確信 に もとついてい る。
もっ と後期(1926・-1933)の文学評論で,魯 迅 は中国 を建設 す るあた らし
い戦士一 一コ ミュニス トの形 象をつ く りあげた。そのなか には,北 京の女子学
生劉和珍,詩 人柔石,一中国共産党創立者の一人李大釧教授がい る。 そして さい
ごに,1934年L1935年には,《 故事新編》 に牧 め られ てい る《理水 》 と《非攻
》 で,作 者 は人民 につかえ たい さお しと,天 災 や戦禍 とた ＼か った ことをたた
えて い る。 このよ うな主人公が あ らわれた とい うことは,二 十年代のおわ りに
《確信 を もって コ ミュニス ト》(毛 沢東)に なった魯迅 の作品で は,'あた らし
い段階 社会主義 リア リズ ム がは じまった ことを意味 した。
魯迅の改革 は,作 品 の内容 と思想傾 陶の面だ けに と 団まったのではな く,
文学 のあ らゆ る方面 にわたってい る。 何 に もまして指摘 しな けれ ばな らないの
は,原 則上魯迅 の小説 の形象 をつ くった,あ た らしい方法であ る。 中国の古典
文学 一戯曲,小 説で は,ふ つ うれそれの人物がにか よった一 つ,ま たはい く
つかの性格的特徴,た とえば勇気,忠 実,冷 静 な智慧 な どが 具 象 化 され てい
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る。その人物の行為 や救述めデ ィテ ールはみな,こ の支配 的な性格特徴 を表現
す ることに ある。その形 象は うきぼ りの よ うに,は っ き りしてい るが,《 〔おな
● ● ● ●
じ類型》の ものである。魯迅の小説はいちばん短かい ものでさえ,人 物の姿は
複雑であ り,あ るばあいにはおしのけあってい る矛盾 した性質が多様にむすび
ついて,生 活肯定の性格をっ くりだしてい る。孔 乙己 が それ で,か れの形象
にはインテ リゲ ンチ ャの傲慢 さと,子 供たちにたいする内気なやさしさ,率 直
さと,ぎ こちない自己偽隔が仲よ くい りまじっている。おなじ嫌 らしい人物で
も,偽善者 と俗物の方玄緯の多面的性格は《端午節》にみ られる。阿Qの 形象
はひじよ うに複雑でゆたかなので,研 究者は長年多種多様な解釈をしてい る。L
こ泓には形象の発展があ り,村 人の不幸 と革命の影響によ り,阿Qの 性格に,
あた らしい,ど うに もな らない といった,社 会的抗議の思いが どうしてあらわ
れたかがしめ されている。
す ぐれた リアリス トの魯迅は,典 型化の芸術を心に くいまで もちいた。《
故郷》の閏士の形象,閏 士のかた くなさと勤勉,そ の迷信 と主人にたいする卑
屈 さには,申 国農民の集体的な映豫が,も っと正 しくいえば,解 放の道にはと
おいかれの運命がある。孔乙己の悲劇的運命には,国 家試験廃止後の変化に順
応で きなかった下層封建イ ンテ リゲ ンチ ャの典型がある。同時に,魯 迅の主人
公たちは,た んに一定グル ープの入びとの《代表者》ではない,ど んなばあい
で も,人 物 の個 性 を とおして,一 定グル ープの共通な特徴があらわれ る,欠
点 と長所を もった人び とである。すでに見たよ うに,孔 乙巳の特徴は蔑視 と嘲
笑を買 うだけでな く,善良で,子 供たちにや さしく,悪気がない。しか し,か
れのまわ りの世界はあま りに不正だったので,そ の長所 も,あわれな人にあら
たな苦しみをあたえただけだった。魯迅の筆になる人物の典 型 的特 徴 と個 性
は,か れのえがいた画像の明確 さと説得性をつよめなが ら,.混りあっている。
魯迅の才能には,も うひ とつの特徴がむすびついてい る,そ れは心理分析
の深 さ,秘 められた思い と,登場人物の心理 をつたえる手腕である。 この特徴
がと くにはっきりあらわれているのは,イ ンテ リゲンチャの生活をあつか った
作品である。《傷逝》と《孤独者》 には過渡期の人び との不安な精神があらわ
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れている。《端午節》 と《兄弟》 の主要人物の心理には偽善 と卑怯な機会主義
がば くろ されている。 と くに浦君が重病の弟のベ ッドにつ きそいなが ら,心 ひ
そかに算盤をはじいてい る場面は印象的である。同僚たちが肉親愛 といった,
この男の利己的でチ ヅボケな根性ぱ,沸 君の内心の独 り言にあらわれてい る。
これまでの申国文学では 人物の心理過程を主 として人物の うごきによって
あらすのが特徴だっただけに,魯 迅 の心理主義のあたらしさは ひ と きわ めだ
つ。 むかしの中国文学では日常性の ものか幻想的または歴史的内容の小説がお
㌧く,たいせっなことは刺激的な局面 と劇的題材であった。魯迅によって中国
文学に心理小説のあた らしい ジャンルが うまれでた。魯迅はあ た らしい ヨら.
ロ。パ文学の成果をよ りどころとして,主 人公 の心 理 をみせる方法,た とえ
ば,内 心の独 り言,作 者の思索,.追憶な どの方法をあらた にひろ くもちいてい
る。
リア リスチックな内容には,い きい きとした,誰に もわか ることばがい る。こ
の面で魯迅 はい ちじるしい貢献 をしてい る,か れ は聞いてわか らない《文語 》
をし りぞけて,古 典小説 に用い られ てい る《ふ るい 口語》を,あ た らしい語彙
と措辞の方法で ゆたか に し,は なしことばに近づけた。 同時にかれ は豊富なむ
か しの文学言語 を文体論的にひろ く利用 し,ひ か らび たこ とばにな らない よ う
に気 を くば って,表 現力 をたか めてい る。
*
1919年の雑文 に魯迅 は書 いてい る,《 進歩的芸術家!こ れ を,わ た くしは
申 国美術界 に もとめる。芸術 家にす ぐれた技 巧 のなければな らいこ とはい うま
で もない,し か しそれ に もまして,進 歩的思想 と高潔な人格が必要 であ る …・・
われわれが もとめるの は,道 をさししめ す先覚者にな るよ うな 芸 術 家 で あ る
……》
魯迅 じしんが こ うい う芸術家であった。 かれ は戦 士のせん と うにた ち,中
国革命 とともに成長 し,才 能がみがかれ た。か れの作品 では批判的 リア リズム
「が最高度 に発展 してい る。 プロ レタ リアー トに指導 され た民主主 義命革 につか
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え る リア リズムには,か ぎ りな く発展 し完成 されてゆ く可能性 があ る。晩年 の
魯迅 は,中 国ではじめて社会主義 リア リズ ムをは じめた一人,マ ル クス主義文
学理論 とソヴエ ト作品 を宣伝 した一 人 として,こ の可能性 を現実化 す るこ とカミ
で きた 。
魯迅の作品 は,中 国の文学生活 のあ らゆ る方面で,は か りしれない ほ ど,'
協 かい影響 をあたえた 。この偉大な作 家の お もな遺訓をあげれ ば,生 活 の真実
にしたがい,人 民の牛 とな り,進 歩的世界観 を もつ こ とを うつたえたこ とで あ
る。
